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義務教育学校の他市事例（岐阜県内） 

  岐阜県内における義務教育学校及び小中一貫校の取り組み事例について以下に整理する。 

 

No. 市町村 対象学校 学校形態 開校年（予定） 

1 岐阜市 

○藍川小学校、藍川北中学校 義務教育学校 令和 7年度 

○芥見東小学校、藍川東中学校 義務教育学校 令和 8年度 

○厚見小学校、厚見中学校 
小中一貫校 

（施設分離型） 
令和 2年 

2 大垣市 

○大垣市立上石津学園 

1つの中学校（上石津中）と 4つの小学

校（多良小・時小・一之瀬小・牧田

小）を統合 

義務教育学校 令和 6年 

3 多治見市 ○笠原小学校、笠原中学校を統合 義務教育学校 令和 8年度 

４ 北方町 

○北方町立北学園 義務教育学校 令和 5年 

○北方町立南学園 義務教育学校 令和 5年 

５ 羽島市 ○桑原小学校、桑原中学校を統合 義務教育学校 平成 29年 

６ 白川村 ○白川小学校、白川中学校を統合 義務教育学校 平成 29年 

７ 関市 

○関市 3地区の小中校編成 

小中学校：現在の 26校を 17校に再編 

小学校→9校、中学校→5校、義務教育

学校 0→3校 

○令和 6年度中に学校規模適正化計画を

策定 

義務教育学校 

（予定） 
計画中 
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No. 1 

市町村名 岐阜市 

【概要】 

・平成 20年度より、「小中一貫教育推進事業」を開始。 

・義務教育 9年間の教育活動を連続したものとして捉え、小中学校の全教職員が共通理解した指

導を行い、学校間・校種間の枠を超えた一貫した指導を推進。 

・令和 2年度より、岐阜市型小中一貫校を指定。 

 藍川小学校＋藍川北中学校 芥見東小学校＋藍川東中学校 

開校時期 R7.4開校予定 R8.4開校予定 

設置場所 藍川北中学校 芥見東小学校 

利用しない校舎・

体育館・武道場・

運動場等 

藍川小学校（校舎・体育館・運動

場等） 

藍川東中学校（校舎・体育館・武

道場・運動場等） 

※利用しない校舎等は、教育財産の用途を廃止。 

施設のあり方（夜間開放、避難所等）については、今後検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【岐阜市における小中一貫校の取り組み】 
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※令和 2年から「岐阜市型小中一貫校（施設分離型）」の取組を行ってきたものの、様々な課題が

見えてきたため、藍川小・藍川北中、芥見東小・藍川東中の 2組については「義務教育学校（施

設一体型）」に方向転換した。 

課題１：９年間を通じた教育課程の編成に苦慮 

○小・中学校の施設が分かれている。 

⇒学校間の移動や授業等の準備に関し、児童生徒・教員の移動の負担が大きい。 

○小・中学校の教職員組織が分かれている。 

⇒全教職員の意思統一が容易ではない。 

課題２：児童生徒の集団規模の確保が必要 

○藍川小・藍川北中、芥見東小・藍川東中 

⇒児童生徒数が急減。 

○中学校で全学年単学級化が見込まれる。 

⇒校内に全９教科の教科担任が揃わない。藍川北中:令和 9年～、藍川東中:令和 11年～ 

［出典］岐阜市ホームページ 
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No. 2 

市町村名 大垣市 

学園名 大垣市立上石津学園 

【概要】 

・2024年、大垣市上石津地域の 1つの中学校（上石津中）と 4つの小学校（多良小・時小 

・一之瀬小・牧田小）を統合し開校。 

・大垣市及び西濃地域で最初の公立義務教育学校である。 

・校舎は旧・上石津中学校の施設を改修した建物である。また、校歌は旧・上石津中学校の校歌

を使用する 

【沿革】 

・2021年（令和 3年）3月  大垣市教育委員会が上石津地域の小中学校 5校を統合し、義務教育

学校 1校を新設する方針を固める。 

・2023年（令和 5年）6月- 校章が決まる。 

・2024年（令和 6年）4月 1日開校。開校時の生徒数は 274人。 
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［出典］大垣市立上石津学園ホームページ 
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No. 3 

市町村名 多治見市 

学園名 多治見市立笠原小中学校 

【概要】 

・笠原中学校と笠原小学校とを統合し、義務教育学校の多治見市立笠原小中学校となる。校舎は

現在の笠原小学校の敷地内に新築し、令和 8年度の開校を計画している。 

・笠原小中学校の新校舎の建設により従来の小学校校舎は解体されるため、2024年と 2025年の

2年間は、笠原中学校敷地内に建設される仮校舎を使用することになる。 

 

 

 

 

 

 

 

・令和８年４月の開校を目指す（仮称）笠原小中学校の建設工事を開始。 

・新しい学校は現在の笠原小学校敷地に建設。令和５年度は、既設小学校校舎の外壁アスベスト

の除去、令和６年度から７年度は、既設小学校校舎の解体撤去・新校舎の建設を実施。 

 

・新しい学校ができるまで、小学校の

仮設校舎を中学校の敷地内に設置。 

・小・中９学年が１つとなる新しい学

校への準備期間として、一緒に中学

校敷地で学校生活を送ることにな

ります。仮設校舎の建設工事は令和

５年度中に実施。 

・小学校の仮設校舎での授業は、新校

舎建設工事中の令和６年度から７

年度の約２年間。 

 

【沿革】 

・1947年（昭和 22年）4月 笠原町立笠原中学校として開校。笠原第一小学校の校舎の一部を仮

校舎とする。1948年（昭和 23年）10月  新築移転。 

・1951年（昭和 26年）4月 1日 笠原町が多治見市に編入される。同時に多治見市立笠原中学校

に改称する。 

・1974年（昭和 49年）9月  現在地に新築移転。 

・2002年（平成 14年）笠原小学校との小中一貫教育を開始。 

・2006年（平成 18年）1月 23日 笠原町が多治見市に編入される。同時に多治見市立笠原中学

校に改称する。 

［出典］多治見市ホームページ 
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No. 4 

市町村名 北方町 

学園名 北方学園 

【概要】 

・北学園 2023年（令和 5年）4月開校。開校時の児童生徒数は 1,057人。 

・南学園 2023年（令和 5年）4月開校。開校時の児童生徒数は 501人。 

・敷地内には幼保連携型認定こども園の北方町立こども園（2023 年 4 月開園）が設置されてお

り、幼保小中一貫教育が行われている。 

・2018 年（平成 30 年）、北方町の 3 つの小学校（北方小学校・北方西小学校・北方南小学校）

と 1つの中学校（北方中学校）を 2つの義務教育学校に再編する「北方学園構想」が町長によ

り施策決定され、2019年（令和元年）6月に北方学園構想の基本計画が取りまとめられる。こ

れにより北方小学校と北方西小学校の通学区域に義務教育学校（北学園）を設置することとな

る。 

・校地は北方小学校と北方中学校の校地を転用し、校舎は従来の北方小学校と北方中学校の校舎

の一部を転用。北方小の東舎と北方小学校管理棟は取り壊され、北学園管理棟、こども園の管

理棟兼保育室を新築。給食調理場の新築。北方小の北舎はこども園の園舎に改築などが行われ

た。 

・北学園及び南学園を合わせて、北方学園と称する。 
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［出典］北方町・北方学園ホームページ 
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No. 5 

市町村名 羽島市 

学園名 羽島市立桑原学園 

【概要】 

・大野郡白川村の白川村立白川郷学園と並び、岐阜県で初めての義務教育学校として 2017年 

（平成 29年）4月に開校。 

・小学校に該当する 6年間を前期課程、中学校に該当する 3年間を後期課程としている。 

・前期課程は旧・羽島市立桑原小学校、後期課程は旧・羽島市立桑原中学校の校舎にて行われて

いる。 

【沿革】 

・2016年（平成 28年）9月 27日 設立準備委員会が発足。 

・2017年（平成 29年）4月 1日 羽島市立桑原小学校と羽島市立桑原中学校を統合し、羽島市

立桑原学園として開校。9月校章デザイン公募。 

・2018年（平成 30年）1月 新しい校章制定（在校生のデザイン案をもとにして作成）。 

・2019年（平成 31年・令和元年）4月 - 学校運営協議会において学園歌の歌詞原案作成。 

7月 学園歌歌詞を学校運営協議会として決定。 

9月 学園歌作曲完成 

［出典］羽島市ホームページ 

No. 6 

市町村名 白川村 

学園名 白川村立白川郷学園 

【概要】 

・白川村立白川郷学園は、岐阜県大野郡白川村にある公立の義務教育学校。 

・羽島市の羽島市立桑原学園と並び、岐阜県で初めての義務教育学校として 2017 年（平成 29

年）4月に開校。同年 4月 5日に開校式が行なわれた。 

・学校独自のプログラムとして「ふるさと学習」「しらかわ人学」「英語学習」がある。 

・校舎は白川小学校と白川中学校の施設をそのまま利用。校舎が隣接していることもあり、間に

通路（ふれあいブリッジ）で結ばれ、玄関も 1箇所に統一されている。 

・就学区域は白川村全域であるが、小白川地域の児童は、富山県南砺市の上平小学校及び平中学

校に委託している。 

 

【沿革】 

・2011 年（平成 23 年）白川小学校と白川中学校で小中一貫教育を開始。「小中一貫教育校 白

川郷学園 白川小学校 白川中学校」となる。 

・2012年（平成 24年）白川村が義務教育学校の設置条例を制定。 

・2013年（平成 25年） 白川村内の保育園（白川保育園、平瀬保育園）が白川村教育委員会 

管轄となる。保小中一貫教育を開始。 

・2017 年（平成 29 年） 白川小学校と白川中学校を統合し、義務教育学校の白川村立白川郷学

園として開校。 

［出典］白川村ホームページ 
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No. 7 

市町村名 関市 

学園名 − 

【概要】関市の学校再編成について 

○ここ数年の関市の小中学校の統廃合状況について 

 ・平成 28年 4月 板取川中学校開設（板取中学校と洞戸中学校を合併） 

 ・平成 28年 4月 津保川中学校開設（上之保中学校と武儀中学校を合併） 

 ・令和 3年 4月 武儀小学校開設（武儀西小と武儀東小を統合） 

 ・令和 5年 4月 武芸小学校（寺尾小を武芸小に吸収合併） 

 

以下、岐阜新聞より（令和 6年 3月 22日）「関市に義務教育学校」（市議会全員協議会で） 

○関市 3地区の小中校編成 

 ・小中学校 現在の 26校を 17校に再編 

（小学校→9校、中学校→5校、義務教育学校 0→3校） 

 ・再編検討校区 児童生徒数は令和 5年 5月 1日 

  板取川中学校区 児童生徒数 136人 

  板取川中学校 42人 洞戸小学校 79人 板取小学校 15人 

  武芸川中学校区 児童生徒数 413人 

   武芸川中学校 150人 博愛小学校 165人 武芸小学校 98人 

  津保川中学校区 児童生徒数 184人 

   津保川中学校 73人 武儀小学校 88人 上之保小学校 23人 

 ・再編時期 今後詰める 

 ・板取川地区、津保川地区 

   地元や保護者の要望があれば小学校の再編を優先する 

 ・その他の学校の集約 

   旭ヶ丘小学校 322人と富野小学校 74人 

   倉知小学校 401人と南ヶ丘小学校 82人 

   旭ヶ丘中学校 392人と富野中学校 48人 

 ・経緯 

   令和 5年 5月 「市学校規模適正化審議会」に諮問 

   令和 6年 1月 答申を受ける 

       3月 22日から 5月 7日までパブリックコメント 

       5月から 7月に各中学校区で住民説明会 

   2024（令和 6）年度中に計画を策定する。 
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［出典］岐阜新聞 
 
 
 
 


